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〔参考資料〕　郷土読本 ほそかわ
〔表紙写真〕　（上）学区のみなさんが集まる夏祭り。（下右）夏祭りの産地直売。地元農家の方が育てた新鮮な野菜を手に、新
興住宅の人も自然に笑顔がこぼれます。（下左）例大祭の餅投げ。子どもたちの元気な歓声がいつまでも続きます。自然環境
に恵まれ、人々の温かい気遣いが元気と活力をもたらす一体感ある優しいまちです。

〔作成委員会〕　太田 修/内田賢一/渋谷昌彦/石井完治/渡邉 勝/甫木孝輔/新井マユミ/山田芳樹/
山本潔彦/市川庄治/奥平美代子/鈴木崇義/川部貴子/城 勝彦/近藤勝男/木村達雄/河合晶二/
長坂和久/長坂隆市/塩田哲男/市川広一/大野稔久　

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　33  細川学区まちものがたり 発行　2017年１月

　細川学区では、先人のたゆまぬ努力によって現在の豊かな生活環境が享受できています。将
来を担う子どもたちの健やかな成長と、人と自然を基軸とした地域の発展を願い、学区内の様々
な団体が心ひとつに「安全安心で住みやすい一体感のあるまちづくり」に努めています。まちも
のがたりの編集に協力いただいた方々にお礼申し上げるとともに、大勢の方が生活の一助にし
ていただければ幸いです。（細川学区総代会 会長　太田 修）

子どもたちから未来へのメッセージ

古いものと新しいものがとけあう、住みやすいまち

郷土への想い

hosokawa

　小さいころ、新しくでき
たさくら台団地に引っ越し
てきました。細川小学校で
伝統あるチャラボコ太鼓に
出会い、大好きになりまし
た。とても楽しいので細川
小学校の子で守っていきた
いです。

平成28年度 細川小学校6年生
曽根  玲那さん

　ぼくの住んでいる奥山
田にはしだれ桜、そして
伝統の三河万歳がありま
す。新しい住宅地ができ、
小学生がどんどん増えて
います。これからも伝統
を大切にしつつ、発展さ
せていきたいです。

平成28年度 細川小学校6年生
山本  夢大さん

　用水路で泳ぐ黒メダカの
群れ。水田のホウネンエビ。
まばゆい青葉に目を細め、
自転車を漕ぐ私の背中を押
してくれる｢いってらっ
しゃい｣という地域の声。
自然と温かさを実感できる
まちが大好きです。

平成28年度 新香山中学校3年生
中根  有彩さん

　ぼくはカヌー部に所属
して巴川で仲間とともに
練習に励んでいます。夢
は、卒業後もカヌーを続
け、いつかアジア大会に
出場すること。ふるさと
仁木の名を世界に轟かせ
てみせます。

平成28年度 新香山中学校3年生
森  陽紀さん
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豊
か
な
自
然
と
触
れ
合
う
暮
ら
し　

奥
山
田
の
し
だ
れ
桜
は
持
統
天
皇
が
平
和
を
願
っ

て
お
手
植
え
し
た
桜
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

樹
高
は
約
15
m
、 

枝
張
り
は
東
西
に
21
m
、南
北
に

22
m
も
あ
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
種
で
あ
り
、昭
和
38
年
に

は
岡
崎
市
の
天
然
記
念
物
に
、平
成
3
年
に
は「
ふ

る
さ
と
の
名
木
」に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
の
桜
の
季
節
に
は
、町
民
の
主
催
で「
し
だ

れ
桜
ま
つ
り
」と「
桜
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
。

遠
方
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
21
年
に
は
、奈
良
県
の
薬
師
寺
に
お

い
て
保
存
会
の
み
な
さ
ん
が
大
切
に
育
て
た
接
ぎ
木

の
植
樹
が
行
わ
れ
、千
数
百
年
の
時
を
越
え
て
里
帰

り
を
果
た
し
ま
し
た
。

古
く
か
ら
の
伝
統
文
化
が
い
ま
も
息
づ
い
て
い
る
細
川
学
区
。

地
域
の
大
切
な
文
化
を
未
来
に
残
し
て
い
く
た
め
、

多
く
の
み
な
さ
ん
が
尽
力
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
自
然
と
の
共
存
で
潤
い
と
優
し
さ
、
明
日
へ
の
活
力
を
享
受
し
て
い
ま
す
。

雄
大
な
し
だ
れ
桜
、
ビ
オ
ト
ー
プ
、
北
斗
川
広
場
、
岡
崎
市
村
積
山
自
然
公
園
な
ど
、

い
ず
れ
も
学
区
民
の
誇
り
で
あ
り
、
日
々
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
宝
で
す
。

施肥作業や草取りなど、地元の保存会が保護活動を行っている

奥
山
田
の
し
だ
れ
桜

　
さ
く
ら
台
住
宅
の
西
に
は
、

人
と
植
物
、生
物
と
の
共
生
に

向
け
た
ホ
タ
ル
ビ
オ
ト
ー
プ
が

あ
り
、町
内
会
を
主
体
と
し
た

保
存
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
オ
ト
ー
プ

　
北
斗
台
団
地
の
中
央
を
流
れ

る
北
斗
川
の
河
川
敷
に
つ
く
ら

れ
て
い
る
北
斗
川
広
場（
↓
地

図　

 

）。
自
然
に
親
し
み
な
が

ら
川
遊
び
が
で
き
る
広
場
で
、

楽
し
く
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
が
聞
こ
え
ま
す
。

Dd
北
斗
川
広
場

　
村
積
山
（
↓
地
図　

 

）
に
は
、

奥
山
田
町
か
ら
村
積
山
を
め
ぐ

る
自
然
緑
道
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。四
季
折
々
の
美
し
さ
が

満
喫
で
き
、地
元
民
を
は
じ
め

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

岡
崎
市

村
積
山
自
然
公
園

暮
ら
し
に
と
け
こ
む
伝
統
文
化

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝

細
川
学
区
に
は
こ
ん
な
言
い
伝
え
が…

手
筒
花
火

あ
い
さ
つ
運
動

交
通
安
全
教
室

　
大
正
10
年
、
自
転
車
で
大
蛇
を

ひ轢
い

て
し
ま
っ
た
住
人
が
い
ま
し
た
。
大
蛇

は
手
厚
い
看
病
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
ん

で
し
ま
い
、
裏
山
に
埋
め
ら
れ
た
と
い

い
ま
す
。

　
あ
る
晩
の
こ
と
、
御
嶽
大
神
の
お
告

げ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
あ
れ
は
巴
川
の
山
野
で
数
百
年
来
の
長

命
を
保
っ
て
お
っ
た
大
蛇
で
、自
分
の

霊
を
祈
っ
て
も
ら
い
た
い
と
言
っ
て
お

る
。祈
っ
て
く
れ
る
者
に
は
、腰
か
ら
下

の
病
を
治
し
て
恩
に
報
い
る
そ
う
じ
ゃ
」

　
そ
こ
で
人
々
は
大
蛇
を
細
川
龍
神
と
名

づ
け
、山
の
上
に
碑
を
建
て
て
、末
永
く

祀
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
細
川
学
区
は
「
児
童
の
安

全
は
地
域
の
み
ん
な
で
」が

合
言
葉
。細
川
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る｢

元
気
な

あ
い
さ
つ｣

は
、学
区
の
人
々

に
元
気
と
勇
気
を
与
え
て
い

ま
す
。

　
細
川
学
区
の
伝
統
文
化

が
見
ら
れ
る
の
は
、
秋
の
例

大
祭
神
事
。
地
元
の
愛
好
者

に
よ
る
雅
楽
の
演
奏
が
あ
る

ほ
か
、
祭
事
に
合
わ
せ
て
仁

木
八
幡
宮
（
↓
地
図　

 

）
で

は
手
筒
花
火
の
打
ち
上
げ
が
、

古
村
積
神
社
（
↓
地
図　

 

）

で
は
飾
り
物
を
身
に
ま
と
っ

た
飾
り
馬
が
境
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。

　
ま
た
、
細
川
小
学
校
に
は

郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
（
↓
年
表

　

 

）
が
あ
り
、
奥
山
田
町
に

伝
わ
る
御
殿
万
歳
の
伝
承
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
平
成
12
年
に
は
チ
ャ
ラ

ボ
コ
ク
ラ
ブ
も
発
足
。
御
殿

万
歳
、
チ
ャ
ラ
ボ
コ
と
と
も

に
各
地
の
芸
能
祭
で
披
露
す

る
な
ど
、
地
域
に
伝
わ
る
文

化
の
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

細
川（
大
王
）龍
神

い
ま
も
残
さ
れ
て
い
る
細
川
龍
神
の
碑

仁
木
八
幡
宮
で
行
わ
れ
て
い
る
荘
厳
な

手
筒
花
火

飾
り
馬

色
鮮
や
か
な
飾
り
が
目
を
引
く
、古
村
積

神
社
の
飾
り
馬

御
殿
万
歳

細
川
小
学
校
の
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
に
よ

る
御
殿
万
歳
。新
年
を
祝
く
伝
統
芸
能
で

あ
る

チ
ャ
ラ
ボ
コ

例
大
祭
で
チ
ャ
ラ
ボ
コ
太
鼓
を
披
露
す

る
子
ど
も
た
ち
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□人　口 10,383人
 男性 5,258人
 女性 5,125人
□世帯数 3,878世帯
□面　積 5.84㎢
[2016年7月1日現在]

d ata

一
八
八
一
年
▪
明
治
14
 

奥
殿
小
学
校
の
分
校
と
し
て
、
細
川
町
字
根
古
屋
に
小
学
校
が
開
校

一
八
九
二
年
▪
明
治
25
 

小
学
校
が
細
川
尋
常
小
学
校
と
改
称

一
九
一
六
年
▪
大
正
5
 
岡
崎
市
制
施
行

一
九
二
二
年
▪
大
正
11
 
細
川
尋
常
小
学
校
が
現
在
地
（
細
川
町
字
石
田
）
に
移
転

一
九
二
四
年
▪
大
正
13
 
県
道
岡
崎
足
助
線
沿
い
に
岡
崎
電
気
軌
道
（
後
の
三
河
鉄
道
）
が
開
通

 

（
大
樹
寺
|
岩
津
|
も
だ
ち

門
立
支
線
間
を
運
行
）

一
九
二
九
年
▪
昭
和
4
 
三
河
岩
脇
|
上
挙
母
間
に
三
河
鉄
道
岡
崎
線

 

（
後
の
挙
母
線
）
が
開
通
…

一
九
三
九
年
▪
昭
和
14
 
門
立
支
線
|
三
河
岩
脇
間
の
三
河
鉄
道
が
廃
止

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30
 
岩
津
町
が
岡
崎
市
に
合
併

 

細
川
尋
常
小
学
校
が
岡
崎
市
立
細
川
小
学
校
と
改
称

一
九
五
六
年
▪
昭
和
31
 
細
川
保
育
園
が
開
園
…

一
九
六
五
年
▪
昭
和
40
 
機
械
金
属
関
連
の
部
品
製
造
工
場
が
操
業
開
始

一
九
六
六
年
▪
昭
和
41
 
岡
崎
種
畜
牧
場
が
開
設
（
平
成
8
年
に
閉
鎖
）

一
九
六
八
年
▪
昭
和
43
 
仁
木
県
営
住
宅
、
細
川
団
地
の
建
設
開
始

一
九
七
〇
年
▪
昭
和
45
 
県
道
岡
崎
足
助
線
の
整
備
完
了

 

北
斗
台
団
地
の
造
成
開
始
（
平
成
28
年
で
1
1
0
0
戸
）

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46
 
細
川
小
学
校
に
鉄
筋
3
階
建
校
舎
が
完
成
…

一
九
七
二
年
▪
昭
和
47
 
第
1
回
学
区
民
体
育
祭
を
開
催
…

一
九
七
三
年
▪
昭
和
48
 
三
河
岩
脇
|
上
挙
母
間
の
名
鉄
挙
母
線
が
廃
止

一
九
七
四
年
▪
昭
和
49
 
国
道
2
4
8
号
の
葵
大
橋
が
開
通

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51
 
市
営
住
宅
仁
木
荘
8
棟
が
完
成
（
昭
和
59
年
に
全
9
棟
と
な
る
）
…

一
九
八
〇
年
▪
昭
和
55
 
岡
崎
市
村
積
山
自
然
公
園
の
利
用
開
始

一
九
八
二
年
▪
昭
和
57
 
細
川
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
開
館
…

 

細
川
小
学
校
で
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
が
発
足
…

一
九
九
一
年
▪
平
成
3
 
細
川
学
区
こ
ど
も
の
家
が
開
館

一
九
九
五
年
▪
平
成
7
 
巴
川
に
新
郡
界
橋
が
開
通

二
〇
〇
〇
年
▪
平
成
12
 
細
川
小
学
校
で
チ
ャ
ラ
ボ
コ
ク
ラ
ブ
が
発
足

二
〇
〇
四
年
▪
平
成
16
 
さ
く
ら
台
団
地
の
造
成
開
始
（
平
成
28
年
で
3
4
0
戸
）

二
〇
〇
五
年
▪
平
成
17
 
細
川
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
が
開
館

二
〇
〇
六
年
▪
平
成
18
 
防
犯
と
地
域
福
祉
組
織
が
発
足
…

二
〇
〇
七
年
▪
平
成
19
 
北
斗
台
団
地
に
名
鉄
バ
ス
が
乗
り
入
れ

二
〇
一
二
年
▪
平
成
24
 
緑
陽
台
団
地
の
造
成
開
始
（
平
成
28
年
で
2
4
0
戸
）
…

かつて細川町内の県道上を走っていた
挙母線の電車11昭和45年に完成した細川小学校の3階建て校舎

226688

昭和47年より続けられている学区民体育祭 33昭和59年に全9棟となった市営住宅仁木荘 44郷土芸能クラブで御殿万歳を練習する子どもたち 55高台に造成された緑陽台の団地99 77
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自
然
豊
か
な
細
川
学
区

　
豊
田
市
と
隣
り
合
う
岡
崎
市
北
部
に
位

置
す
る
細
川
は
、
東
に
村
積
山
（
↓
地
図

　

 

）、
北
と
西
に
巴
川
と
矢
作
川
が
流
れ

る
な
ど
、
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
学
区
。
岡
崎
市
村
積
山
自
然
公
園
（
↓

特
集
）、
北
斗
川
の
水
遊
び
が
で
き
る
空

間
（
↓
地
図　

 

・
特
集
）
や
桜
並
木
な
ど
、

自
然
を
生
か
し
た
整
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
細
川
の
地
名
の
由
来
に
は
諸
説
が
あ
り

ま
す
が
、
矢
作
川
の
別
名
で
、
生
活
に
密

着
し
た
川
だ
か
ら
親
し
み
を
こ
め
て
細
川

と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
学
区
の
産
業
は
、
か
つ
て
山
あ
い
や
川

沿
い
の
水
田
、
高
台
の
果
樹
、
野
菜
畑
を

活
用
し
た
農
業
と
養
蚕
業
が
盛
ん
で
し
た

が
、
昭
和
40
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
市

内
や
豊
田
市
な
ど
で
自
動
車
関
連
の
仕
事

に
従
事
す
る
人
が
多
く
な
り
、
専
業
農
家

は
減
少
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
当
学
区

で
は
、
住
宅
団
地
の
建
設
が
進
ん
で
お
り
、

他
地
域
か
ら
移
り
住
ん
で
企
業
に
働
き
に

出
る
人
も
急
増
。
そ
れ
ま
で
一
般
商
店
と

木
工
・
建
築
関
連
が
中
心
で
あ
っ
た
地
域

の
産
業
も
、
現
在
で
は
自
動
車
部
品
を
扱

う
企
業
が
操
業
す
る
な
ど
大
き
く
変
貌
し

て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
地
域
の

ま
つ
り
。
近
年
は
環
境
の
変
化
に
伴
っ

て
、そ
の
様
子
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

例
大
祭
に
な
る
と
飾
り
馬
、
チ
ャ
ラ
ボ
コ

太
鼓
や
手
筒
花
火
が
現
在
で
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
（
↓
特
集
）。

　
ま
た
、
細
川
小
学
校
に
は
郷
土
芸
能
ク

ラ
ブ
が
つ
く
ら
れ
、
御
殿
万
歳
や
チ
ャ
ラ

ボ
コ
太
鼓
の
伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

学
区
人
口
の
変
遷

 

細
川
学
区
の
伝
統
文
化

 

細
川
学
区
の
主
な
産
業明治15年

昭和10年

昭和30年

昭和45年

昭和60年

平成12年

平成27年 さくら台団地、緑陽
台団地ができる

北斗台団地、細川団
地、仁木県営住宅が
できたことで、学区
人口が急増

10,366

9,597

9,613

3,485

1,826

1,599

1,248
0 （人）5,000 10,000
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豊
か
な
自
然
と
触
れ
合
う
暮
ら
し　

奥
山
田
の
し
だ
れ
桜
は
持
統
天
皇
が
平
和
を
願
っ

て
お
手
植
え
し
た
桜
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

樹
高
は
約
15
m
、 

枝
張
り
は
東
西
に
21
m
、南
北
に

22
m
も
あ
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
種
で
あ
り
、昭
和
38
年
に

は
岡
崎
市
の
天
然
記
念
物
に
、平
成
3
年
に
は「
ふ

る
さ
と
の
名
木
」に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
の
桜
の
季
節
に
は
、町
民
の
主
催
で「
し
だ

れ
桜
ま
つ
り
」と「
桜
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
。

遠
方
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
21
年
に
は
、奈
良
県
の
薬
師
寺
に
お

い
て
保
存
会
の
み
な
さ
ん
が
大
切
に
育
て
た
接
ぎ
木

の
植
樹
が
行
わ
れ
、千
数
百
年
の
時
を
越
え
て
里
帰

り
を
果
た
し
ま
し
た
。

古
く
か
ら
の
伝
統
文
化
が
い
ま
も
息
づ
い
て
い
る
細
川
学
区
。

地
域
の
大
切
な
文
化
を
未
来
に
残
し
て
い
く
た
め
、

多
く
の
み
な
さ
ん
が
尽
力
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
自
然
と
の
共
存
で
潤
い
と
優
し
さ
、
明
日
へ
の
活
力
を
享
受
し
て
い
ま
す
。

雄
大
な
し
だ
れ
桜
、
ビ
オ
ト
ー
プ
、
北
斗
川
広
場
、
岡
崎
市
村
積
山
自
然
公
園
な
ど
、

い
ず
れ
も
学
区
民
の
誇
り
で
あ
り
、
日
々
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
宝
で
す
。

施肥作業や草取りなど、地元の保存会が保護活動を行っている

奥
山
田
の
し
だ
れ
桜

　
さ
く
ら
台
住
宅
の
西
に
は
、

人
と
植
物
、生
物
と
の
共
生
に

向
け
た
ホ
タ
ル
ビ
オ
ト
ー
プ
が

あ
り
、町
内
会
を
主
体
と
し
た

保
存
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
オ
ト
ー
プ

　
北
斗
台
団
地
の
中
央
を
流
れ

る
北
斗
川
の
河
川
敷
に
つ
く
ら

れ
て
い
る
北
斗
川
広
場（
↓
地

図　

 

）。
自
然
に
親
し
み
な
が

ら
川
遊
び
が
で
き
る
広
場
で
、

楽
し
く
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
が
聞
こ
え
ま
す
。

Dd
北
斗
川
広
場

　
村
積
山
（
↓
地
図　

 

）
に
は
、

奥
山
田
町
か
ら
村
積
山
を
め
ぐ

る
自
然
緑
道
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。四
季
折
々
の
美
し
さ
が

満
喫
で
き
、地
元
民
を
は
じ
め

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

岡
崎
市

村
積
山
自
然
公
園

暮
ら
し
に
と
け
こ
む
伝
統
文
化

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝

細
川
学
区
に
は
こ
ん
な
言
い
伝
え
が…

手
筒
花
火

あ
い
さ
つ
運
動

交
通
安
全
教
室

　
大
正
10
年
、
自
転
車
で
大
蛇
を

ひ轢
い

て
し
ま
っ
た
住
人
が
い
ま
し
た
。
大
蛇

は
手
厚
い
看
病
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
ん

で
し
ま
い
、
裏
山
に
埋
め
ら
れ
た
と
い

い
ま
す
。

　
あ
る
晩
の
こ
と
、
御
嶽
大
神
の
お
告

げ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
あ
れ
は
巴
川
の
山
野
で
数
百
年
来
の
長

命
を
保
っ
て
お
っ
た
大
蛇
で
、自
分
の

霊
を
祈
っ
て
も
ら
い
た
い
と
言
っ
て
お

る
。祈
っ
て
く
れ
る
者
に
は
、腰
か
ら
下

の
病
を
治
し
て
恩
に
報
い
る
そ
う
じ
ゃ
」

　
そ
こ
で
人
々
は
大
蛇
を
細
川
龍
神
と
名

づ
け
、山
の
上
に
碑
を
建
て
て
、末
永
く

祀
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
細
川
学
区
は
「
児
童
の
安

全
は
地
域
の
み
ん
な
で
」が

合
言
葉
。細
川
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る｢

元
気
な

あ
い
さ
つ｣

は
、学
区
の
人
々

に
元
気
と
勇
気
を
与
え
て
い

ま
す
。

　
細
川
学
区
の
伝
統
文
化

が
見
ら
れ
る
の
は
、
秋
の
例

大
祭
神
事
。
地
元
の
愛
好
者

に
よ
る
雅
楽
の
演
奏
が
あ
る

ほ
か
、
祭
事
に
合
わ
せ
て
仁

木
八
幡
宮
（
↓
地
図　

 

）
で

は
手
筒
花
火
の
打
ち
上
げ
が
、

古
村
積
神
社
（
↓
地
図　

 

）

で
は
飾
り
物
を
身
に
ま
と
っ

た
飾
り
馬
が
境
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。

　
ま
た
、
細
川
小
学
校
に
は

郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
（
↓
年
表

　

 

）
が
あ
り
、
奥
山
田
町
に

伝
わ
る
御
殿
万
歳
の
伝
承
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
平
成
12
年
に
は
チ
ャ
ラ

ボ
コ
ク
ラ
ブ
も
発
足
。
御
殿

万
歳
、
チ
ャ
ラ
ボ
コ
と
と
も

に
各
地
の
芸
能
祭
で
披
露
す

る
な
ど
、
地
域
に
伝
わ
る
文

化
の
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

細
川（
大
王
）龍
神

い
ま
も
残
さ
れ
て
い
る
細
川
龍
神
の
碑

仁
木
八
幡
宮
で
行
わ
れ
て
い
る
荘
厳
な

手
筒
花
火

飾
り
馬

色
鮮
や
か
な
飾
り
が
目
を
引
く
、古
村
積

神
社
の
飾
り
馬

御
殿
万
歳

細
川
小
学
校
の
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
に
よ

る
御
殿
万
歳
。新
年
を
祝
く
伝
統
芸
能
で

あ
る

チ
ャ
ラ
ボ
コ

例
大
祭
で
チ
ャ
ラ
ボ
コ
太
鼓
を
披
露
す

る
子
ど
も
た
ち
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□人　口 10,383人
 男性 5,258人
 女性 5,125人
□世帯数 3,878世帯
□面　積 5.84㎢
[2016年7月1日現在]

d ata

一
八
八
一
年
▪
明
治
14
 

奥
殿
小
学
校
の
分
校
と
し
て
、
細
川
町
字
根
古
屋
に
小
学
校
が
開
校

一
八
九
二
年
▪
明
治
25
 

小
学
校
が
細
川
尋
常
小
学
校
と
改
称

一
九
一
六
年
▪
大
正
5
 
岡
崎
市
制
施
行

一
九
二
二
年
▪
大
正
11
 
細
川
尋
常
小
学
校
が
現
在
地
（
細
川
町
字
石
田
）
に
移
転

一
九
二
四
年
▪
大
正
13
 
県
道
岡
崎
足
助
線
沿
い
に
岡
崎
電
気
軌
道
（
後
の
三
河
鉄
道
）
が
開
通

 

（
大
樹
寺
|
岩
津
|
も
だ
ち

門
立
支
線
間
を
運
行
）

一
九
二
九
年
▪
昭
和
4
 
三
河
岩
脇
|
上
挙
母
間
に
三
河
鉄
道
岡
崎
線

 

（
後
の
挙
母
線
）
が
開
通
…

一
九
三
九
年
▪
昭
和
14
 
門
立
支
線
|
三
河
岩
脇
間
の
三
河
鉄
道
が
廃
止

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30
 
岩
津
町
が
岡
崎
市
に
合
併

 

細
川
尋
常
小
学
校
が
岡
崎
市
立
細
川
小
学
校
と
改
称

一
九
五
六
年
▪
昭
和
31
 
細
川
保
育
園
が
開
園
…

一
九
六
五
年
▪
昭
和
40
 
機
械
金
属
関
連
の
部
品
製
造
工
場
が
操
業
開
始

一
九
六
六
年
▪
昭
和
41
 
岡
崎
種
畜
牧
場
が
開
設
（
平
成
8
年
に
閉
鎖
）

一
九
六
八
年
▪
昭
和
43
 
仁
木
県
営
住
宅
、
細
川
団
地
の
建
設
開
始

一
九
七
〇
年
▪
昭
和
45
 
県
道
岡
崎
足
助
線
の
整
備
完
了

 

北
斗
台
団
地
の
造
成
開
始
（
平
成
28
年
で
1
1
0
0
戸
）

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46
 
細
川
小
学
校
に
鉄
筋
3
階
建
校
舎
が
完
成
…

一
九
七
二
年
▪
昭
和
47
 
第
1
回
学
区
民
体
育
祭
を
開
催
…

一
九
七
三
年
▪
昭
和
48
 
三
河
岩
脇
|
上
挙
母
間
の
名
鉄
挙
母
線
が
廃
止

一
九
七
四
年
▪
昭
和
49
 
国
道
2
4
8
号
の
葵
大
橋
が
開
通

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51
 
市
営
住
宅
仁
木
荘
8
棟
が
完
成
（
昭
和
59
年
に
全
9
棟
と
な
る
）
…

一
九
八
〇
年
▪
昭
和
55
 
岡
崎
市
村
積
山
自
然
公
園
の
利
用
開
始

一
九
八
二
年
▪
昭
和
57
 
細
川
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
開
館
…

 

細
川
小
学
校
で
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
が
発
足
…

一
九
九
一
年
▪
平
成
3
 
細
川
学
区
こ
ど
も
の
家
が
開
館

一
九
九
五
年
▪
平
成
7
 
巴
川
に
新
郡
界
橋
が
開
通

二
〇
〇
〇
年
▪
平
成
12
 
細
川
小
学
校
で
チ
ャ
ラ
ボ
コ
ク
ラ
ブ
が
発
足

二
〇
〇
四
年
▪
平
成
16
 
さ
く
ら
台
団
地
の
造
成
開
始
（
平
成
28
年
で
3
4
0
戸
）

二
〇
〇
五
年
▪
平
成
17
 
細
川
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
が
開
館

二
〇
〇
六
年
▪
平
成
18
 
防
犯
と
地
域
福
祉
組
織
が
発
足
…

二
〇
〇
七
年
▪
平
成
19
 
北
斗
台
団
地
に
名
鉄
バ
ス
が
乗
り
入
れ

二
〇
一
二
年
▪
平
成
24
 
緑
陽
台
団
地
の
造
成
開
始
（
平
成
28
年
で
2
4
0
戸
）
…

かつて細川町内の県道上を走っていた
挙母線の電車11昭和45年に完成した細川小学校の3階建て校舎

226688
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自
然
豊
か
な
細
川
学
区

　
豊
田
市
と
隣
り
合
う
岡
崎
市
北
部
に
位

置
す
る
細
川
は
、
東
に
村
積
山
（
↓
地
図

　

 

）、
北
と
西
に
巴
川
と
矢
作
川
が
流
れ

る
な
ど
、
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
学
区
。
岡
崎
市
村
積
山
自
然
公
園
（
↓

特
集
）、
北
斗
川
の
水
遊
び
が
で
き
る
空

間
（
↓
地
図　

 

・
特
集
）
や
桜
並
木
な
ど
、

自
然
を
生
か
し
た
整
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
細
川
の
地
名
の
由
来
に
は
諸
説
が
あ
り

ま
す
が
、
矢
作
川
の
別
名
で
、
生
活
に
密

着
し
た
川
だ
か
ら
親
し
み
を
こ
め
て
細
川

と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
学
区
の
産
業
は
、
か
つ
て
山
あ
い
や
川

沿
い
の
水
田
、
高
台
の
果
樹
、
野
菜
畑
を

活
用
し
た
農
業
と
養
蚕
業
が
盛
ん
で
し
た

が
、
昭
和
40
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
市

内
や
豊
田
市
な
ど
で
自
動
車
関
連
の
仕
事

に
従
事
す
る
人
が
多
く
な
り
、
専
業
農
家

は
減
少
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
当
学
区

で
は
、
住
宅
団
地
の
建
設
が
進
ん
で
お
り
、

他
地
域
か
ら
移
り
住
ん
で
企
業
に
働
き
に

出
る
人
も
急
増
。
そ
れ
ま
で
一
般
商
店
と

木
工
・
建
築
関
連
が
中
心
で
あ
っ
た
地
域

の
産
業
も
、
現
在
で
は
自
動
車
部
品
を
扱

う
企
業
が
操
業
す
る
な
ど
大
き
く
変
貌
し

て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
地
域
の

ま
つ
り
。
近
年
は
環
境
の
変
化
に
伴
っ

て
、そ
の
様
子
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

例
大
祭
に
な
る
と
飾
り
馬
、
チ
ャ
ラ
ボ
コ

太
鼓
や
手
筒
花
火
が
現
在
で
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
（
↓
特
集
）。

　
ま
た
、
細
川
小
学
校
に
は
郷
土
芸
能
ク

ラ
ブ
が
つ
く
ら
れ
、
御
殿
万
歳
や
チ
ャ
ラ

ボ
コ
太
鼓
の
伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。
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DD

   細川城跡
足利一族の細川頼春による築城跡
で、近隣の人々が草刈りなどを行っ
て管理している

hh

   仁木八幡宮
10月最終日曜日に行われる例大祭
には、市内最大と言われている大の
ぼりが立つ

ii

村
積
山
の
山
頂
か
ら
は
雄
大
な
岡
崎
平
野
を
望
み
、

素
朴
な
中
に
も
豊
か
な
自
然
と
数
多
く
の
歴
史
の
跡
が
あ
り
、誰
も
が
心
癒
さ
れ
る
ま
ち
。

受
け
継
が
れ
た
伝
統
と
子
ど
も
た
ち
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
笑
顔
が
、

人
と
人
を
結
び
つ
け
、生
活
の
味
や

地
域
の
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

細
川
学
区
ま
ち
も
の
が
た
り
マ
ッ
プ

   古村積神社
楽士(地域の奉仕者)の方々が奏でる厳粛で優雅な
雅楽の元で祭事が挙行されている

aa   松明院
松平家菩提寺で浄土宗のお寺。天正10年(1582)、
豊田市松平町から現在地に移された

GG

   村積山
山の姿が美しく景色優美なことから、地域の人々の心のよりどころとなっ
ている

CC

   北斗川広場
河川敷にある広場では、休日になると友達同士で楽しく遊ぶ子どもたち
の笑顔でいっぱいになる

　

 

細
川
小
学
校

豊
か
な
自
然
と
地
域
の
愛
情
に
育
ま
れ

る
中
で
、思
い
や
り
を
大
切
に
し
た
学

校
生
活
が
続
け
ら
れ
て
い
る

BB

   石田第1号墳 2号墳
円墳が2つあり｢ふたご塚｣とも言われ、ほぼ原型
のままで市指定史跡となっている

ee

   古墳公園
北斗台の住宅開発で発掘された島ヶ根古墳が、
団地の公園に移転して復元されている

ff
■イラスト画：城 勝彦

潮止弁才天潮止弁才天
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細川義宗墓村積神社細川義宗墓村積神社

岡崎市村積山自然公園
（→特集 ）

岡崎市村積山自然公園
（→特集 ）

村積山村積山

奥
山
田
の
し
だ
れ
桜

（
↓
特
集
）

奥
山
田
の
し
だ
れ
桜

（
↓
特
集
）

細
川
龍
神

（
↓
特
集
）

細
川
龍
神

（
↓
特
集
）

緑陽台団地
（→年表　 ）
緑陽台団地
（→年表　 ）99

学区市民ホーム
（→年表　 ）
学区市民ホーム
（→年表　 ）66

（→特集）
北斗川広場
（→特集）

古
墳
公
園

古
墳
公
園

北斗台団地北斗台団地

忠魂碑忠魂碑
古村積神社古村積神社

さくら台団地さくら台団地

船着場跡船着場跡

郡界橋

葵大橋

細川保育園  
（→年表　 ）
細川保育園  
（→年表　 ）

細川団地細川団地

東
郷
遺
跡

東
郷
遺
跡

岡崎市中消防署
花園出張所
岡崎市中消防署
花園出張所

仁木城跡

石田第1号墳 2号墳石田第1号墳 2号墳
細川小学校（→年表　 ）細川小学校（→年表　 ）

琴
平
宮

琴
平
宮

順行寺順行寺

細川城跡細川城跡 市営住宅
仁木荘
市営住宅
仁木荘

北斗病院北斗病院

仁木八幡宮仁木八幡宮

松明院松明院

見徳寺見徳寺

法誠寺法誠寺

蓮性院蓮性院

東名高速道路

伊勢
湾岸
自動
車道

矢
作
川

ビオトープ
（→特集）
ビオトープ
（→特集）
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